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概要 
 顔画像の研究は 1980年代から今日に至るまで精力的に行われてきた。顔画像の研究は顔による個人同定の研究と表
情認識の研究に大きく分けられる。しかし、現在でも個人同定においても表情認識においても性能は高いとは言えな
い状況である。これらの研究において利用される特徴はヒューリスティックに選択された顔部品の位置や大きさ，筋
肉の動きなど顔表面の特徴であり，それぞれの研究目的に依存した特徴が採用されている。本研究は両研究において
有用な役割を果たすと期待される顔平面を利用する。これは研究者が考案した新しい概念であり，個人同定や表情認
識においても有用と考えている。以下に，顔平面の概念と求め方の概略を示す。 
 本研究では３次元データを利用する。3次元データとして得られた顔の表面を多くの微小平面に分け，それらの法線
群を考える。顔は曲面を形成していることから，多くの法線は頭部の中心に向かう。今，1 つの平面を頭部内に想定す
ると，法線はその平面と交点を持つ。それらの交点群はその平面上に分布を形成し，その X,Y,Z方向の分散値はある平
面の時最小になる。この時の平面を顔平面と呼ぶ。顔平面の解析的求め方については省略する。 
顔平面に射影された交点分布や顔平面の係数は人によって異なり，また表情を変えることによっても変化すると考え
られる。これまで別々の研究として捕らえられてきた顔画像の研究は，顔平面により統一的に扱える可能性がある。
本研究の目的は，顔表情を数量化し広範囲な応用分野において客観的な計測を可能にすることである。 
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